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【手続補正書】
【提出日】平成27年10月7日(2015.10.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱媒体と接触させた１本以上の反応チューブを持つ再循環型ループ反応器中でポリイソ
ブチレン重合体を製造する方法であって、以下の工程を含んでなる方法：
　（ａ）　イソブチレン、触媒、および必要に応じ他の供給成分を残存反応器流に供給量
で供給して反応混合物を形成する工程；
　（ｂ）　再循環流に相当する差圧、ΔＰ、で稼動する再循環ポンプを利用して、前記ル
ープ反応器の前記１本以上の反応チューブ内において前記供給量より大きい再循環量で前
記反応混合物を再循環させる工程；
　（ｃ）　前記ループ反応器の前記１本以上の反応チューブ内で前記反応混合物を重合さ
せて、重量％で表される転化率でイソブチレンをポリイソブチレン重合体に転化し、その
際、前記ループ反応器の前記１本以上のチューブを前記熱媒体で冷却する工程；
　（ｄ）　工程（ｂ）と（ｃ）の前記再循環量、ΔＰ、重合反応を制御して、前記ループ
反応器の前記１本以上のチューブ内で少なくとも１１フィート／秒の前記反応混合物の線
速度を与える工程；但し、イソブチレンの転化率が５５％未満である場合、工程（ｂ）と
（ｃ）の前記再循環量、前記ΔＰおよび前記重合反応を制御して、前記１本以上の反応チ
ューブ内で少なくとも１３．５フィート／秒の前記反応混合物の線速度を与える、工程；
および
　（ｅ）　前記ループ反応器からポリイソブチレン重合体を取出す工程。
【請求項２】
　前記ΔＰおよび重合反応を制御して、前記ループ反応器の前記１本以上の反応チューブ
内で１１フィート／秒～２０フィート／秒の前記反応混合物の線速度を与える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ΔＰおよび重合反応を制御して、前記ループ反応器の前記１本以上の反応チューブ
内で少なくとも１５フィート／秒の前記反応混合物の線速度を与える、
　請求項２に記載の方法。
【請求項４】
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　さらに、イソブチレンの転化率が５５％未満である場合、前記１本以上の反応チューブ
内での前記反応混合物の前記差圧ΔＰおよび前記重合が少なくとも１５フィート／秒の線
速度に相当する、
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記反応混合物と前記熱媒体との熱伝達係数が少なくとも５５ＢＴＵ／ｈｒ・ｆｔ２・
°Ｆである、
　請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ループ反応器から取出された前記ポリイソブチレンが５００～４０００ダルトンの
数平均分子量を持つ高反応性ポリイソブチレンである、
　請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ループ反応器から取出された前記ポリイソブチレンが１５００～４０００ダルトン
の数平均分子量を持つ高反応性ポリイソブチレンである場合、前記ループ反応器が、６５
０～１３５０重合体ポンド／触媒ポンドの触媒錯体ターンオーバー数で操作される、
　請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記ループ反応器から取出された前記重合体が５００ダルトン～４０００ダルトンの数
平均分子量を持つ中域ビニリデンポリイソブチレン重合体である、
　請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記ループ反応器が、１６００～３０００重合体ポンド／触媒錯体ポンドの触媒錯体タ
ーンオーバー数で操作される、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ループ反応器が複数本の反応チューブを持つ、
　請求項１に記載の方法。
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